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新潟市医師会胃がん検診検討委員会

 

平成30年度　胃がん内視鏡検診成績

͸͡めに
平成30年度の新潟市の対策型胃がん検診のう
ち、内視鏡による検診の成績を報告する。検診
自体は令和元年 3月末で終了しているが、治療
も含めた最終結果の集積のため、例年報告を一
年後としていた。報告が遅くなったことをお詫
び申し上げます。
平成15年に胃内視鏡検診が開始されて以来、
今回の集計は16年目の検診報告となる。平成15
年度の受診者は8,122例であったが、平成30年
度には43,499例まで増加し、受診者は5.4倍と

なっている。また、微減を続けている直接Ｘ線
検診は、平成29年度より432名減少し11,890名
であった。集団検診の9,214名を加えると、合
計では64,603名となり、前年度より1,599名減少
した。新潟市の胃検診カバー率は、平成29年度
より0.5％低い21.5%であった。

1 ɽड診݅਺ͱμϒルνェοΫ཰（表 1、 2）
表 1に施設検診の受診者数の推移とその内訳
を示した。内視鏡検診受診者は平成29年度より
598名減少し43,499名であった。また、施設Ｘ

検査術式 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

内視鏡検査

委員会ダブルチェック 6,326 9,153 13,087 17,136 20,940 24,608 27,038 29,083
施設内ダブルチェック 1,796 2,572 4,561 6,751 7,817 8,275 8,345 8,471

計 8,122 11,725 17,648 23,887 28,757 32,883 35,383 37,554
28.8％ 38.1％ 47.0％ 55.3％ 60.7％ 64.9％ 67.1％ 69.2％

Ｘ線直接撮影 20,059 19,025 19,916 19,335 18,601 17,808 17,362 16,704
71.2％ 61.9％ 53.0％ 44.7％ 39.3％ 35.1％ 32.9％ 30.8％

合　計 28,181 30,750 37,564 43,222 47,358 50,691 52,745 54,258

表 1　年度ผңがΜࢪઃ検診਺

検査術式 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

内視鏡検査

委員会ダブルチェック ＊30,071 ＊31,882 ＊33,360 ＊34,169 ＊33,220 ＊34,382 ＊33,640 ＊33,347
施設内ダブルチェック 8,573 9,424 9,914 10,112 10,361 10,707 10,457 10,152

計 38,644 41,306 43,274 44,281 43,581 45,089 44,097 43,499
71.3％ 73.7％ 76.0％ 76.8％ 76.3％ 77.7％ 78.2％ 78.5％

Ｘ線直接撮影 15,525 14,744 13,687 13,386 13,518 12,920 12,322 11,890
28.7％ 26.3％ 24.0％ 23.2％ 23.7％ 22.3％ 21.8％ 21.5％

合　計 54,169 56,050 56,961 57,667 57,099 58,009 56,419 55,389
読影不能例.＊ 14 19 18 20 7 8 3 24

平成
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平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度
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平成
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平成
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平成
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平成
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平成
30年度

読影委員会チェック機関 74 79 111 109 113 115 119 123 125 125 129 129 125 126 124 122
施設内チェック機関 9 10 13 17 16 15 14 14 13 14 14 14 15 15 16 15

合　計 83 89 124 126 129 130 133 137 138 139 143 143 140 141 140 137

表 2　年度ผ検診ؔػ਺
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線検診は432名減少し11,890名であった。
専門医が 2名以上いる施設では、自施設での
ダブルチェックが認められており、その施設は
平成29年度より 1 施設減り、15施設であった。
委員会のダブルチェックを要する検診施設は
122施設と前年に比し 2 施設減少している（表
2）。また、委員会でのダブルチェックを要す
る症例は33,347例と昨年度に比して293例減少
し、全症例での比率は78.5％で昨年に比してほ
とんど変わりはない。委員会によるダブル
チェックは各検診施設で撮影された画像の提出
で行われるが、24例が機器等の故障で画像が提
出されなかった。これらの症例では、単に画像
の撮影のみが不良であり観察は十分であったか
もしれないが、最終的には不十分な検査となる

ので、画像撮影には十分な注意が必要である。

2 ɽがΜൃݟ཰（表 ú、 4）
表 3 に平成30年度のがん成績の詳細を示し
た。発見胃がんは315例で平成29年度より25例
増加し、発見率は0.72％で前年の0.66 %より増
加している。発見胃がんのうち、早期胃がんは
判明しているだけでも254例、80.6％であり、
これらの症例のうち187例、73.6％は治療を内
視鏡的切除で行っており、早期に発見すること
のできた人のQOLにも大きく貢献している。
発見胃がんのうち、ひとかきがんの項目があ
るが、これは生検でがんと診断され、さらに内
視鏡所見で十分な早期胃がんの所見を示しては
いるが、治療時はがんが検出できなかった症例

区
分

受診者数

Ａ
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Ｂ
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精　検　結　果
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40歳 149 562 4 6 4 5 3 3 1 2.

45歳 54 283 4 11 4 10 1 5 3 5
（1）
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55～
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3
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1
（1） 2 1 1 1 37 55 32

（2）
51
（4）.

65～
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1
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119.
（13）

80～
84歳 2,169 2,796 182 178 177 171 5 3 30
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15
（14）

2
（2） 1 6 1 73 85 60

（3）
67.
（3）

85歳
以上 919 1,249 90 97 83 94 2 1 13

（12）
10
（9） 4 1 1 37 47 26 35

（5）.

合計

17,614 25,885 1,358 1,329 1,323 1,297 29 17 176
（138）

78
（64）

3
（3）

1
（1） 8 3 2 0 6 2 32 4 1 0 11 8 599 619 456（22）

565
（59）

43,499
2,687 2,620 46
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（202）

4
（4）

11
2

8
36
80.0%
（f/E）

1 19
0.04%
（F/A）

1,218 1,021
（81）

258
（206）

81.9%（b/D）
6.2%
（B/A）

97.5%
（C/B）

315
0.72%（D/A）

45
0.10%（E/A）

早期胃がん.254例中、内視鏡切除.187例
進行胃がん.46例中、非切除.9例（化学療法.8、治療なし.1）
早期食道がん.36例中、内視鏡切除.21例
その他の悪性腫瘍　　　胃MALTリンパ腫　5

胃悪性リンパ腫　1
GIST　4
胃カルチノイド　1
十二指腸がん　2
十二指腸悪性リンパ腫　2
下咽頭がん　3
唾液腺がん　1

表 ú　ฏ੒ú÷年度　検診੒੷
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である（生検での過剰診断の可能性が高い例は
除いている）。これらの症例は、生検でがん細
胞が全部脱落してしまったか、あるいは小さく
なり過ぎて治療時発見困難となったかのいずれ
かと考えられる。そのため、主治医にはその後
の慎重な経過観察をお願いしたい。
さらに内視鏡検診では食道がんが45例、
0.10％（胃がんに対して14.2％）と高い発見率
を示している。早期食道がん率は80.0％、内視
鏡切除率は21例58.3％であった。
その他の悪性疾患としては、MALTリンパ

腫、GIST、十二指腸がんなどが発見されて
いる。
表 4には内視鏡検診の始まった平成15年度か
らの胃がん及びその他の悪性腫瘍を含めたがん
全体の発見率の推移を示した。
内視鏡検診の発見胃がんは315名、発見率は
0.72%と高レベルの検診を維持していると考え
る。先生方のご努力に感謝したい。

ú ɽμϒルνェοΫのޮՌ（表 5、 6）
表 5に読影委員会での読影結果を示した。検

検査
術式

発見
がん

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん

内視鏡
検査

胃がん
8,122

65

11,725

102

17,648

132

23,887

254

28,757

290

32,883

296

35,383

325

37,554

309.
（0.80%） （0.87%） （0.75%） （1.06%） （1.01%） （0.90%） （0.92%） （0.82%）

全がん
74 120 160 303 339 353 373 374.

（0.91%） （1.02%） （0.91%） （1.27%） （1.18%） （1.07%） （1.05%） （1.00%）

Ｘ線
直接撮影

胃がん
20,059

62

19,025

61

19,916

78

19,335

64

18,601

67

17,808

49

17,362

54

16,704

42.
（0.31%） （0.32%） （0.39%） （0.33%） （0.36%） （0.28%） （0.31%） （0.25%）

全がん
66 64 84 78 74 57 62 51.

（0.33%） （0.34%） （0.42%） （0.40%） （0.40%） （0.32%） （0.36%） （0.31%）

合　計
胃がん

28,181

127

30,750

163

37,564

210

43,222

318

47,358

357

50,691

345

52,745

379

54,258

351.
（0.45%） （0.53%） （0.56%） （0.74%） （0.75%） （0.68%） （0.72%） （0.65%）

全がん
140 184 244 381 413 410 435 425.

（0.50%） （0.60%） （0.65%） （0.88%） （0.87%） （0.81%） （0.82%） （0.78%）

表 4　年度ผൃݟがΜ਺（શがΜʹңがΜʴͦのଞのѱੑजᙾ）

検査
術式

発見
がん

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん 検査件数 発見がん

内視鏡
検査

胃がん
38,644

313

41,306

338

43,274

326

44,281

330

43,581

339

45,089

306

44,097

290

43,499

315.
（0.81%） （0.82%） （0.75%） （0.75%） （0.78%） （0.68%） （0.66%） （0.72%）

全がん
381 391 403 411 416 377 363 379.

（0.99%） （0.95%） （0.93%） （0.93%） （0.95%） （0.84%） （0.82%） （0.87%）

Ｘ線
直接撮影

胃がん
15,525

51

14,744

43

13,687

42

13,386

33

13,518

48

12,920

30

12,322

28

11,890

35.
（0.33%） （0.29%） （0.31%） （0.25%） （0.36%） （0.23%） （0.23%） （0.29%）

全がん
59 50 46 40 59 34 36 38.

（0.38%） （0.34%） （0.34%） （0.30%） （0.44%） （0.26%） （0.29%） （0.32%）

合　計
胃がん

54,169

364

56,050

381

56,961

368

57,667

363

57,099

387

58,009

336

56,419

318

55,389

350.
（0.67%） （0.68%） （0.65%） （0.63%） （0.68%） （0.58%） （0.56%） （0.63%）

全がん
440 441 449 451 475 411 399 417.

（0.81%） （0.79%） （0.79%） （0.78%） （0.83%） （0.71%） （0.71%） （0.75%）

読影基準 件数
A

率
A/総数

発　　見　　胃　　が　　ん 胃がん以外の悪性腫瘍 計
総数
B

率
B/A

確　定　胃　が　ん 総数
C

率
C/A

総数
D

率
D/A進行 早期 ひとかき 深達度不明

1 18,524 55.5 1 0.01 1 1 0.01.
2 786 2.4
3 13,116 39.3 205 1.56 39 154 3 9 42 0.32 247 1.88
4 113 0.3 3 2.65 3 1 0.88 4 3.54.
5 222 0.7 5 2.25 5 5 2.25.
6 562 1.7 5 0.89 5 2 0.36 7 1.25.

読影不能 24 0.1 1 4.17 1 1 4.17.
計 33,347 220 0.66 39 169 3 9 45 0.13 265 0.79.

［読影基準］1，検診医と読影医ともに「異常なし」
2，検診医「有所見」、読影医「異常なし」
3，検診医と読影医ともに「有所見（同一診断）」
4，検診医「有所見」、読影医同部位の「別診断」
5，検診医「有所見」、読影医別部位の「別所見」
6，検診医「異常なし」、読影医「有所見」

表 5　ಡӨج४ผൃݟがΜ
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診施行時の診断とダブルチェック時の診断の一
致（読影基準 1 と 3）は、読影可能症例の
33,323例中31,640例、94.9%であった。
そのうち「異常なし」の一致が55.5%で、「有
所見」の一致が39.3%であった。562例、1.7%は
検診医の読影「異常なし」に対して新たな所見
の追加がされた症例であり、そのうち 5例の早
期がんが発見された。
表 6は自施設でダブルチェックが可能な15施
設と、委員会でのダブルチェック施設122施設
とのがん発見率を比較した。両者で明らかな差
が見られるが、年々差は縮まっている。

おΘりに
平成30年度の検診結果について述べたが、な
るべく早く令和元年度の成績をまとめ、ご報告
したい。
また令和元年度から 2年に 1回の検診となっ
たので、検診数が減ったのは言うまでもない
が、新型コロナウイルス感染症が気になり受診
を控えている住民も多いと思われる。『がん検
診の早期発見・早期治療の重要性』はいささか
も変わりがない。確実に感染防護策を実施して
検診を行っていただき、住民にも検診受診の重
要性を啓蒙していくようお願いしたい。

1
がん全体 検査件数 施行率（%） 発見がん 発見率（%）
読影委員会チェック 33,323 76.6 264 0.79.
施設内チェック 10,152 23.4 114 1.12.
計 43,475 100 378 0.87.

2
胃がん 検査件数 施行率（%） 発見がん 発見率（%）
読影委員会チェック 33,323 76.6 219 0.66
施設内チェック 10,152 23.4 95 0.94
計 43,475 100 314 0.72

3
早期胃がん 検査件数 施行率（%） 発見がん 発見率（%）
読影委員会チェック 33,323 76.6 168 0.50
施設内チェック 10,152 23.4 85 0.84
計 43,475 100 253 0.58

4
早期胃がん（含ひとかき） 検査件数 施行率（%） 発見がん 発見率（%）
読影委員会チェック 33,323 76.6 171 0.51
施設内チェック 10,152 23.4 86 0.85
計 43,475 100 257 0.59
※読影不能24例を含まない

表 ઃ内νェοΫͱҕһ会νェοΫͱのൺֱ（ңがΜʴଞのがΜ）ࢪ　6




